
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

四

八

号

内
閣
衆
質
一
七
五
第
四
八
号

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
社
会
保
険
医
療
担
当
者
へ
の
個
別
指
導
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
社
会
保
険
医
療
担
当
者
へ
の
個
別
指
導
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
選
定
基
準
は
、
「
保
険
医
療
機
関
等
及
び
保
険
医
等
の
指
導
及
び
監
査
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
年
十
二
月
二
十

二
日
付
け
保
発
第
百
十
七
号
厚
生
省
保
険
局
長
通
知
）
の
別
添
�
「
指
導
大
綱
」
（
以
下
「
指
導
大
綱
」
と
い
う
。
）
の
第

�
の
�
個
別
指
導
の
選
定
基
準
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
指
導
大
綱
第
�
の
�
（
�
）
�
の
「
都
道
府
県
個
別
指
導
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
保
険
医
療
機
関
等
」
と
は
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、
保
険
者
、
被
保
険
者
等
か
ら
提
供
さ
れ
た
診
療
内
容
又
は

診
療
報
酬
の
請
求
に
関
す
る
情
報
を
基
に
、
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
等
（
保
険
医
療
機
関
及

び
保
険
薬
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
指
導
大
綱
第
�
の
�
（
�
）
�
の
「
そ
の
他
特

に
都
道
府
県
個
別
指
導
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
保
険
医
療
機
関
等
」
と
は
、
例
え
ば
、
報
道
機
関
、
警
察
等
か
ら
の
情
報
を

基
に
、
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
等
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
九
年
五
月
に
策
定
し
た
「
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
・
効
率
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

一



に
お
い
て
、
個
別
指
導
を
行
う
保
険
医
療
機
関
等
の
目
標
数
に
つ
い
て
、
毎
年
八
千
か
所
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
個
別
指
導
（
指
導
大
綱
第
�
の
�
の
個
別
指
導
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
対
象

と
な
る
保
険
医
療
機
関
等
の
選
定
基
準
は
、
指
導
大
綱
で
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
透
明
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
個
々
の
保
険
医
療
機
関
等
が
個
別
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
不
服
で
あ
り
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
の
照
会
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
指
導
監
査
事
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
範
囲
で
、
必
要

な
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
指
導
対
象
と
な
る
保
険
医
療
機
関
等
を
選
定
す
る
選
定
委
員
会
（
指
導
大

綱
第
�
の
�
の
選
定
委
員
会
を
い
う
。
）
の
議
事
録
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
に
基
づ
く
開
示
請
求
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
監
査
事
務
に
携
わ
る
地
方
厚
生
局
の
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、
当
該
職
員
を
対
象
と
す
る
研
修
を
実
施
し
、
診
療
報
酬
明
細
書
や
診
療
録
を
見
る
際
の
留
意
点
な
ど
指
導
監
査
事
務

二



の
留
意
点
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
保
険
医
療
機
関
等
に
対
す
る
指
導
監
査
を
よ
り
効

率
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

現
時
点
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
個
別
指
導
の
実
施
時
間
の
目
安
は
示
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
個
別
指
導
の
内

容
を
よ
り
標
準
化
し
、
そ
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
実
施
要
領
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。三


